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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに直交する前後方向と横方向と縦方向とを有し、股下域の前方に前胴周り域が形成
され、前記股下域の後方に後胴周り域が形成されており、前記股下域が透液性の内面側シ
ートと不透液性の外面側シートとの間に体液吸収性の芯材を介在させた体液吸収部を含ん
でおり、前記股下域にはまた尿と便とを分離可能なセパレータが形成されている使い捨て
のパンツ型おむつであって、
　前記体液吸収部が前記芯材の前記横方向における外側に形成されたサイドフラップと前
記縦方向における外側に形成されたエンドフラップとを有しており、
　前記パンツ型おむつの着用者の肌と前記内面側シートとの間に介在するように前記サイ
ドフラップと前記エンドフラップとに接合されていて前記股下域と前記前後胴周り域とに
広がっている最内側シート部材と前記内面側シートとが前記縦方向において互いに離間可
能に形成されている部分において排泄物収容部を形成し、
　前記最内側シート部材は、弾性的に伸長・収縮しない第１シートと、前記横方向へ弾性
的に伸長・収縮可能な第２シートと、前記横方向へ弾性的に伸長・収縮可能な第３シート
とを含み、
　前記第１シートは、前記前後胴周り域および前記股下域の前記横方向の両側縁を形成す
る一対の側縁と、前記横方向へ延びて前記前胴周り域の上端縁を形成する前端縁と、前記
横方向へ延びて前記後胴周り域の上端縁を形成する後端縁とを含み、前記内面側シートと
向かい合うとともに、前記排泄物収容部への尿の進入を可能にする前部開口と便の進入を
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可能にする後部開口とが形成され、前記おむつの前記横方向の寸法を二等分する中心線上
において前記前部開口と前記後部開口との間に延びる部分が、前記肌と向かい合う面を内
側にして前記横方向へ延びる折曲線に沿って折曲されて前記前後方向で互いに対向した状
態で接合されることにより、その接合された部分から前記内面側シートに向かって前記縦
方向の下方へ延びる前記セパレータが形成されており、
　前記第２シートは、前記横方向における両側縁が前記第１シートの一対の側縁とほぼ一
致し、前記横方向へ延びる上端縁が前記前端縁とほぼ一致する一方、前記横方向へ延びる
下端縁が前記前部開口の前記縦方向における頂部と前記前後方向で互いに対向した状態で
接合されている部分との間に位置し、前記横方向へ伸長された状態で前記第１シートに接
合されて前記前部開口の少なくとも一部を形成し、
　前記第３シートは、前記横方向における両側縁が前記第１シートの一対の側縁とほぼ一
致し、前記横方向へ延びる上端縁が前記後端縁とほぼ一致する一方、前記横方向へ延びる
下端縁が前記後部開口の前記縦方向における頂部と前記前後方向で互いに対向した状態で
接合されている部分との間に位置し、前記横方向へ伸長された状態で前記第１シートに接
合されて前記後部開口の少なくとも一部を形成し、
　前記最内側シート部材は、前記第２および第３シートによって前記横方向へ弾性的に伸
長・収縮可能な弾性域が形成され、前記前後方向で互いに対向した状態で接合されている
部分よりも下方の部分が前記弾性域を含むことのない非弾性的な部分であることを特徴と
する前記おむつ。
【請求項２】
　前記弾性域が前記股下域において前記横方向へ延びていて、前記体液吸収部の前記サイ
ドフラップに伸長状態で接合されている請求項１記載のおむつ。
【請求項３】
　前記最内側シート部材がパンツ型に形成されている請求項１または２記載のおむつ。
【請求項４】
　前記サイドフラップには、前記前後方向へ延びる弾性部材が伸長状態で取り付けられて
おり、前記弾性域と前記弾性部材とが互いに交差して重なり合った状態にある請求項１～
３のいずれかに記載のおむつ。
【請求項５】
　前記弾性域と前記弾性部材とは、前記互いに交差して重なり合った状態にある部分にお
いて互いに接合されている請求項４記載のおむつ。
【請求項６】
　前記第２シートの下端縁は、前記前部開口の前記縦方向における頂部と最下部との間に
位置し、前記第３シートの下端縁は、前記後部開口の前記縦方向における頂部と最下部と
の間に位置する請求項１～５のいずれかに記載のおむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、使い捨てのパンツ型おむつに関し、より詳しくは、尿と便とが混合される
ことを防ぐセパレータの形成された前記おむつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　パンツ型の使い捨ておむつにおいて、股下域で尿と便とが混合されることを防ぐ手段を
有するものは公知である。例えば、特開２００２－１１０４４号公報（特許文献１）に開
示のパンツ型おむつは、吸収体を覆う液透過性トップシートの上にスキンコンタクトシー
トを有する。スキンコンタクトシートは、トップシートから離間可能に形成されている部
分に尿または便を通過させることが可能な開口部を有する。その開口部を囲むように弾性
部材がスキンコンタクトシートに伸長状態で取り付けられている。加えて、股下域には、
尿と便との混合を防ぐための堰部が設けられることがある。また特表平１０－５１３０７
１号公報（特許文献２）に開示の吸収性パンツは、パンツ層と、パンツ層の外側に配置さ
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れた外方バリヤ層と、パンツ層と外方バリヤ層との間に配置された吸収体とを有する。パ
ンツ層の股部分には、尿または便を吸収体に向かって通過させるための開口が形成されて
いる。パンツ層は弾性であって、パンツ層の前方ウエスト部分と後方ウエスト部分は横方
向へ予め伸長した状態で形成され、股部分は縦方向に予め伸長した状態で形成されている
。このようなパンツ層では、前方ウエスト部分と後方ウエスト部分とが主にウエスト開口
の周方向において作用する弾性力を有している。
【特許文献１】特開２００２－１１０４４号公報
【特許文献２】特表平１０－５１３０７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に開示のおむつのスキンコンタクトシートは、前後端部のそれぞれが前後胴
周り域のそれぞれにおけるトップシートに固定されているが、前後端部の間にある中間部
はトップシートに固定されることなく股下域において宙吊りの状態にあるから、このおむ
つを着用したときにスキンコンタクトシートが股下域で大きく動いたり変形したりする可
能性がある。スキンコンタクトシートが大きく動けば、スキンコンタクトシートの開口は
外性器や肛門の位置からずれるということがある。そのようになったときには、セパレー
タとしての堰が本来の機能を発揮することができない。特許文献２に開示のパンツは、尿
と便との混合を防ぐためのセパレータを有するものではないが、開口を有するパンツ層は
、尿と便とが肌に触れた状態で混合されることを防いでいる。しかるに、このパンツ層は
弾性であって、股部分が縦方向に予め伸長されれば、その股部分は脚開口の周方向で伸長
・収縮することが難しくなって、着用者の脚周りへの密着が弱くなるということがある。
また、股部分が脚開口の周方向で伸長・収縮できるようにするときには、弾性のパンツ層
の股部分が予め横方向に伸長されることになる。そのような股部分は幅方向へ収縮しよう
とするとものであるから、その股部分を有するパンツでは、それを着用したときに股部分
が鼠蹊部から離れるように動くことがある。パンツからの横漏れを防ぐうえにおいて、股
部分がそのように動くことは一般的に好ましいことではない。
【０００４】
　そこで、この発明は、尿と便との混合を防ぐためのセパレータを有する使い捨てのパン
ツ型おむつについての改良を課題にしている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために、この発明が対象とするのは、互いに直交する前後方向と横
方向と縦方向とを有し、股下域の前方に前胴周り域が形成され、前記股下域の後方に後胴
周り域が形成されており、前記股下域が透液性の内面側シートと不透液性の外面側シート
との間に体液吸収性の芯材を介在させた体液吸収部を含んでおり、前記股下域にはまた尿
と便とを分離可能なセパレータが形成されている使い捨てのパンツ型おむつである。
【０００６】
　かかるおむつにおいて、この発明が特徴とするところは、以下のとおりである。前記体
液吸収部は、前記芯材の前記横方向における外側に形成されたサイドフラップと前記縦方
向における外側に形成されたエンドフラップとを有しており、前記パンツ型おむつの着用
者の肌と前記内面側シートとの間に介在するように前記サイドフラップと前記エンドフラ
ップとに接合されていて前記股下域と前記前後胴周り域とに広がっている最内側シート部
材と前記内面側シートとが前記縦方向において互いに離間可能に形成されている部分にお
いて排泄物収容部を形成している。前記最内側シート部材は、弾性的に伸長・収縮しない
第１シートと、前記横方向へ弾性的に伸長・収縮可能な第２シートと、前記横方向へ弾性
的に伸長・収縮可能な第３シートとを含み、前記第１シートは、前記前後胴周り域および
前記股下域の前記横方向の両側縁を形成する一対の側縁と、前記横方向へ延びて前記前胴
周り域の上端縁を形成する前端縁と、前記横方向へ延びて前記後胴周り域の上端縁を形成
する後端縁とを含み、前記内面側シートと向かい合うとともに、前記排泄物収容部への尿
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の進入を可能にする前部開口と便の進入を可能にする後部開口とが形成され、前記おむつ
の前記横方向の寸法を二等分する中心線上において前記前部開口と前記後部開口との間に
延びる部分が、前記肌と向かい合う面を内側にして前記横方向へ延びる折曲線に沿って折
曲されて前記前後方向で互いに対向した状態で接合されることにより、その接合された部
分から前記内面側シートに向かって前記縦方向の下方へ延びる前記セパレータが形成され
ており、前記第２シートは、前記横方向における両側縁が前記第１シートの一対の側縁と
ほぼ一致し、前記横方向へ延びる上端縁が前記前端縁とほぼ一致する一方、前記横方向へ
延びる下端縁が前記前部開口の前記縦方向における頂部と前記前後方向で互いに対向した
状態で接合されている部分との間に位置し、前記横方向へ伸長された状態で前記第１シー
トに接合されて前記前部開口の少なくとも一部を形成し、前記第３シートは、前記横方向
における両側縁が前記第１シートの一対の側縁とほぼ一致し、前記横方向へ延びる上端縁
が前記後端縁とほぼ一致する一方、前記横方向へ延びる下端縁が前記後部開口の前記縦方
向における頂部と前記前後方向で互いに対向した状態で接合されている部分との間に位置
し、前記横方向へ伸長された状態で前記第１シートに接合されて前記後部開口の少なくと
も一部を形成する。前記最内側シート部材は、前記第２および第３シートによって前記横
方向へ弾性的に伸長・収縮可能な弾性域が形成され、前記前後方向で互いに対向した状態
で接合されている部分よりも下方の部分が前記弾性域を含むことのない非弾性的な部分で
ある。
【０００７】
　この発明の実施形態の一つにおいて、前記弾性域が前記股下域において前記横方向へ延
びていて、前記体液吸収部の前記サイドフラップに伸長状態で接合されている。
【０００８】
　この発明の実施形態の他の一つにおいて、前記最内側シート部材がパンツ型に形成され
ている。
【０００９】
　この発明の実施形態の他の一つにおいて、前記サイドフラップには、前記前後方向へ延
びる弾性部材が伸長状態で取り付けられており、前記弾性域と前記弾性部材とが互いに交
差して重なり合った状態にある。
【００１０】
　この発明の好ましい実施形態のさらに他の一つにおいて、前記弾性域と前記弾性部材と
は、前記互いに交差して重なり合った状態にある部分において互いに接合されている。
　この発明の好ましい実施形態のさらに他の一つにおいて、前記第２シートの下端縁は、
前記前部開口の前記縦方向における頂部と最下部との間に位置し、前記第３シートの下端
縁は、前記後部開口の前記縦方向における頂部と最下部との間に位置する。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明に係る使い捨てのパンツ型おむつでは、最内側シート部材に前部開口と後部開
口とが形成されており、股下域において、これら両開口の間に延びる部分が内面側シート
に向かって下方へ延びるように折曲され、接合されていて、セパレータを形成しているか
ら、前部開口を通過した尿と後部開口を通過した便とは透液性の内面側シートの上で混合
されるということがない。最内側シート部材はまた、前後方向で対向して接合されている
部分と前部開口の頂部との間、およびその部分と後部開口の頂部との間に横方向へ弾性的
に伸長・収縮可能な弾性域を含む一方、その部分よりも下方の部分が非弾性的な部分であ
ることによって、最内側シート部材は股下域を横方向へ縮めることがなく、おむつを着用
したときに股下域の側縁部は鼠蹊部から外れることがない。
【００１２】
　この発明において、最内側シート部材がパンツ型に形成されているときには、おむつを
着用したときに、前部開口と後部開口とを外性器と肛門とに一致させることが容易になる
。
【００１３】
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　また、最内側シート部材の横方向へ伸長・収縮可能な弾性域と体液吸収部のサイドフラ
ップにおける弾性部材とが交差しているときのおむつでは、これら弾性域と弾性部材とに
よって着用者の脚周りへのフィットが可能になる。
【００１４】
　これら弾性域と弾性部材とが交差する部位において最内側シート部材とサイドフラップ
とが互いに接合しているときのおむつでは、それを着用したときのサイドフラップが、鼠
蹊部に接触し易くなるように、芯材の側部に沿って折曲される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　添付の図面を参照して、この発明に係る使い捨てのパンツ型おむつの詳細を説明すると
、以下のとおりである。
【００１６】
　図１は、着用状態にある使い捨てのパンツ型おむつ１の部分破断斜視図であって、おむ
つ１の前後方向と横方向と縦方向とが互いに直交する双頭矢印Ａ，Ｂ，Ｃで示されている
。おむつ１は、股下域６と、股下域６の前方に位置する前胴周り域７と、股下域６の後方
に位置する後胴周り域８とを有していて、前後胴周り域７，８の側縁部７ａ，８ａが合掌
状に重なり合い、縦方向Ｃに間欠的に形成された接合部位９において互いに溶着している
。おむつ１はまた、胴周り開口１１と一対の脚周り開口１２とを有し、着用者（図示せず
）の肌と向かい合う最内側シート部材２１と、最内側シート部材２１の外面２１ｂに取り
付けてられている体液吸収部２２とを含んでいる。最内側シート部材２１は、前後胴周り
域７，８を形成している部位が横方向Ｂに弾性的に伸長・収縮可能に形成されており、股
下域６を形成している部位の大部分が横方向Ｂに弾性的にも非弾性的にも伸長することが
ないように形成されている。最内側シート部材２１は、好ましくはその全体が不透液性で
あり、より好ましくはその全体が通気不透液性であるが、前後胴周り域７，８を形成して
いる部位が不透液性であり股下域６を形成している部位が透液性であるように作ることも
できる。
【００１７】
　図１における体液吸収部２２は、透液性の内面側シート２３と不透液性の外面側シート
２４とこれら両シート２３，２４の間に粉砕パルプ等の体液吸収性材料とそれを被覆する
ティシュペーパとからなる芯材２６を介在させたもので、芯材２６の周縁から延出するこ
れら両シート２３，２４は互いに接合されて一対のサイドフラップ２２ａと一対のエンド
フラップ２２ｂとを形成している。ただし、これらサイドフラップ２２ａとエンドフラッ
プ２２ｂとは最内側シート部材２１に接合されている（図２，３参照）。例えば、股下域
６では、サイドフラップ２２ａと最内側シート部材２１とが重なり合って接合されていて
側縁部２７を形成している。その側縁部２７では、内面側シート２３と外面側シート２４
との間にあって側縁部２７に沿って延びる脚周り弾性部材２８が、これらシート２３，２
４のうちの少なくとも一方に伸長状態で接合されていて脚周り弾性域の一部分を形成して
いる。ただし、横方向Ｂにおける側縁部２７どうしの間では、内面側シート２３と最内側
シート部材２１とが縦方向Ｃにおいて離間していて、内面側シート２３と最内側シート部
材２１との間に排泄物収容部２５が形成されている。体液吸収部２２のエンドフラップ２
２ｂは、最内側シート部材２１の外面２１ｂに接合しているから、おむつ１においてはフ
ラップとしての機能が失われている。
【００１８】
　このように使用されている最内側シート部材２１は、おむつ１の前後方向Ａの寸法を二
等分して横方向Ｂへ延びる横中心線Ｑよりも前方に前部開口３１が形成されており、横中
心線Ｑよりも後方に後部開口３２が形成されている。前部開口３１はそこにおむつ着用者
の外性器をのぞかせることができるような位置にあり、後部開口３２はそこにおむつ着用
者の肛門をのぞかせることができるような位置にあるから、おむつ着用者の尿や便は最内
側シート部材２１を介することなく直接的に排泄物収容部２５に進入する。排泄物収容部
２５に進入した尿と便とは、互いに離間している最内側シート部材２１と内面側シート２
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３との間に入ることによって、おむつ着用者の肌に接触することがない。また、これら排
泄物を吸収して湿潤状態にある内面側シート２３は最内側シート部材２１によって覆われ
ていて肌に接触することがない。
【００１９】
　図２は、図１のＩＩ－ＩＩ線断面図であって、このＩＩ－ＩＩ線はおむつ１の横方向Ｂ
の寸法を二等分して前後方向Ａへ延びる前後方向中心線Ｐに一致している。前後胴周り域
７，８における最内側シート部材２１は、おむつ１の前後方向Ａの寸法を二等分して縦方
向Ｃへ延びる縦中心線Ｒに平行して互いに接合していて、脚周り開口１２の上縁部３４を
形成している。股下域６では、最内側シート部材２１にタック３６が形成されている。タ
ック３６は、最内側シート部材２１どうしが縦中心線Ｒに沿って向かい合い、接合域３７
において接着または溶着されることにより形成されているもので、その最内側シート部材
２１は前部開口３１と後部開口３２との間において最内側シート部材２１が着用者の肌（
図示せず）と向かい合う内面２１ａを内側にして縦中心線Ｒに沿うように折り重ねられた
状態にある。換言すると、タック３６は、内面側シート２３から離間した状態にある部分
の最内側シート部材２１から内面側シート２３に向かって垂下するように作られていて、
横中心線Ｑ（図１参照）の上にある。タック３６の接合域３７は、縦方向Ｃにおいて少な
くともタック３６の頂部３８に形成されているが、タック３６の底部３９に向かって適宜
の寸法だけ広げることができる。横方向Ｂにおける接合域３７の寸法は、股下域６の幅の
寸法よりも小さいが、接合域３７がおむつ１の容易な着用の妨げにならない程度において
大きくすることができる。例えば、おむつ１が乳幼児用のものである場合には、その寸法
を１０～７０ｍｍにすることが好ましい。タック３６はまた、その底部３９の外面を接着
剤等の接合手段４１によって内面側シート２３に接合することができる。底部３９は、横
方向Ｂの中央部分だけを内面側シート２３に接合することができるほかに、横方向Ｂの全
体を内面側シート２３に接合することもできる（図４参照）。
【００２０】
　最内側シート部材２１と内面側シート２３との間には、タック３６によって前後に二分
される排泄物収容部２５が形成されている。すなわち、排泄物収容部２５は、横方向中心
線Ｑよりも前方に位置する前方排泄物収容部２５ａと横中心線Ｑよりも後方に位置する後
方排泄物収容部２５ｂとに分けられていて、これら両部２５ａ，２５ｂの間ではタック３
６が内面側シート２３から上方へ延びている。最内側シート部材２１における前部開口３
１は、前方排泄物収容部２５ａの内外に通じていて、尿をここへ進入させる。後部開口３
２は、後方排泄物収容部２５ｂに通じていて、便をここへ進入させる。
【００２１】
　図３は、図１，２のおむつ１において、前後胴周り域７，８の部位９における接合を外
すとともに、タック３６の接合域３７における最内側シート部材２１どうしの接合を外し
、股下域６と前後胴周り域７，８とを前後方向Ａと横方向Ｂとに伸展して得られる分解お
むつ１ａの部分破断平面図である。ただし、分解おむつ１ａの部位のうちでおむつ１の部
位と共通している部位には、おむつ１と同じ参照符号が使用されている。
【００２２】
　最内側シート部材２１は、前後方向Ａへ延びる一対の側縁２１ａと、前端縁２１ｂと、
後端縁２１ｃとによって画成される砂時計型の形状を有するもので、前後方向Ａにおいて
、少なくとも股下域６の中央部分を形成している第１シート５１と、少なくとも前胴周り
域７を形成している第２シート５２と、少なくとも後胴周り域８を形成している第３シー
ト５３とを含んでいる。第１シート５１は、弾性的に伸長・収縮するということがないも
ので、図示例では内面側シート２３と向かい合うように使用されていて、最内側シート部
材２１と同じ形状と寸法とを有している。すなわち、第１シート５１の側縁と前端縁と後
端縁とは、最内側シート部材２１の側縁２１ａと前端縁２１ｂと後端縁２１ｃとに一致し
ている。第２シート５２は、横方向Ｂへ弾性的に伸長・収縮するもので、図示例では第１
シート５１の内面に対して横方向Ｂへ伸長された状態でホットメルト接着剤５６を介して
接合されている。第２シート５２は、一対の側縁５２ａと、前端縁５２ｂと、後端縁５２
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ｃとを有し、側縁５２ａと前端縁５２ｂとが第１シート５１の側縁５１ａと前端縁５１ｂ
とにほぼ一致している。前端縁５２ｂは図１の縦方向Ｃにおける第２シート５２の上端縁
を形成している。第２シート５２の後端縁５２ｃは股下域６にあって、前部開口３１を横
切るように延び、図１の縦方向Ｃにおける第２シート５２の下端縁を形成している。第３
シート５３も横方向Ｂへ弾性的に伸長・収縮するもので、図示例では第１シート５１の内
面に対して横方向Ｂへ伸長された状態でホットメルト接着剤５６を介して接合されている
。第３シート５３は、一対の側縁５３ａと、前端縁５３ｂと、後端縁５３ｃとを有し、側
縁５３ａと後端縁５３ｃとが第１シート５１の側縁５１ａと後端縁５１ｃとにほぼ一致し
ている。後端縁５３ｃは図１の縦方向Ｃにおける第３シート５３の上端縁を形成している
。第３シート５３の前端縁５３ｂは、股下域６にあって、後部開口３２を横切るように延
び、図１の縦方向Ｃにおける第３シート５３の下端縁を形成している。かようにして、最
内側シート部材２１には、第２シート５２によって横方向Ｂへ弾性的に伸長・収縮可能な
前方弾性域７１が形成され、第３シート５３によって横方向Ｂへ弾性的に伸長・収縮可能
な後方弾性域７２が形成されている。また、最内側シート部材２１の前後方向Ａにおいて
は、第２シート５２の後端縁５２ｃと第３シート５３の前端縁５３ｂとの間に横方向Ｂへ
弾性的に伸長・収縮することのない非弾性域７３が形成されている。第１シート５１の内
面で複数のドットが集合して形成している一対の部位５７は、図２における接合域３７を
形成する部位であって、横中心線Ｑに関して対称な位置にある。
【００２３】
　体液吸収部２２では、芯材２６をサンドウィッチしている内面側シート２３と外面側シ
ート２４とが芯材２６の周縁から延出する部分で重なり合いホットメルト接着剤５８を介
して接合されていて、サイドフラップ２２ａとエンドフラップ２２ｂとを形成している。
また、分解おむつ１ａにおける股下域側縁部２７では、脚周り弾性部材２８が内面側シー
ト２３と外面側シート２４との間にあって、伸長状態で前後方向Ａへ延びている。内面側
シート２３は、サイドフラップ２２ａとエンドフラップ２２ｂとを形成している部分がホ
ットメルト接着剤５９を介して最内側シート部材２１の外面２１ｂに接合している。外面
側シート２４は、内面側シート２３と同形同大であるか、または内面側シート２３よりも
僅かに大きく作られていることが好ましいもので、内面側シート２３よりも大きく作られ
ている場合の外面側シート２４は、内面側シート２３から延出する部分が最内側シート部
材２１の外面２１ｂに接合されていることがより好ましい。
【００２４】
　図３の分解おむつ１ａからおむつ１を得るには、分解おむつ１ａを最内側シート部材２
１が内側になるようにして横中心線Ｑに沿って折り重ね、第１シート５１における部位５
７どうしを接合するとともに、最内側シート部材２１における前胴周り域７の側縁部７ａ
と後胴周り域８の側縁部８ａとを部位９（図１参照）において接合する。
【００２５】
　このように形成されるおむつ１が図１の如き着用状態にあると、股下域６における最内
側シート部材２１は、体液吸収部２２におけるサイドフラップ２２ａとエンドフラップ２
２ｂとの内側において内面側シート２３から離間していることによって、尿や便を肌に触
れることがないように収容する排泄物収容部２５を形成するとともに、尿や便で汚れてい
たり湿っていたりする内面側シート２３と肌との接触を防ぐバリヤとして機能する。最内
側シート部材２１はまた、タック３６を形成している部分と、タック３６から横方向Ｂの
両側へ延びる部分とが、前方排泄物収容部２５ａと後方排泄物収容部２５ｂとに対する仕
切り壁となって尿と便との混合を防ぐセパレータとして機能する。それゆえに、おむつ１
では、便が尿と混合されて流動性を増し、肌を広い範囲にわたって便で汚すというトラブ
ルが解消する。最内側シート部材２１はさらにまた、図３において前後方向中心線Ｐに沿
って延びる長さが、図１，２のおむつ１ではタック３６を形成している寸法だけ短くなっ
た状態にあるので、股下域６で大きなしわを作るということがない。最内側シート部材２
１に形成されている前方弾性域７１と後方弾性域７２とにおいては、第２、第３シート５
２，５３のそれぞれが前後胴周り域７，８のそれぞれに存在することによって、これら両
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胴周り域６，７の着用者に対する良好なフィット性を得ることができる。第２，第３シー
ト５２，５３はまた、股下域６に形成されている部分が第１シート５１における前部開口
３１と後部開口３２との周縁部７６，７７それぞれの少なくとも一部分を形成しているこ
とによって、これら周縁部７６，７７を外性器や肛門の周囲に弾性的にフィットさせ、尿
や便を排泄物収容部２５へ確実に進入させることができる。
【００２６】
　おむつ１はまた、分解おむつ１ａで明らかなように、体液吸収部２２において前後方向
Ａへ延びる脚周り弾性部材２８が、最内側シート部材２１において横方向Ｂへ伸長・収縮
可能な前方弾性域７１と後方弾性域７２とのそれぞれとに交差している。また、図１にお
いて明らかなように、前方弾性域７１と後方弾性域７２とは、部位９において接合してい
る前後胴周り域７，８の側縁部７ａと８ａとの間において胴周り方向へ実質的に連続した
状態にある。それゆえ、側縁部７ａ，８ａの近傍にある前方弾性域７１と、後方弾性域７
２と、これらと交差する弾性部材２８とは着用者の脚周りを囲むことのできる弾性域を形
成している。
【００２７】
　ただし、このおむつ１においては、図１，２に示された股下域６の底部７５において、
最内側シート部材２１が非弾性的な状態にあるから、この最内側シート部材２１によって
股下域６の底部７５の幅、すなわち横方向Ｂの寸法を縮めることがない。そのような股下
域６を有するおむつ１では、それを着用したときに、着用者の鼠蹊部にフィットした股下
域６の側縁部２７をその鼠蹊部よりもさらに内側へ移動させるというような横方向Ｂへの
力が作用しないので、おむつの横漏れを防ぐ効果をあげることができる。
【００２８】
　図４は、実施形態の一例を示す図３と同様な図である。図４の分解おむつ１ａでは、横
方向Ｂに伸長・収縮する第２シート５２の後端縁５２ｃ、つまり第２シート５２の縦方向
Ｃにおける下端縁が前部開口３１と部位５７との間にあり、第３シート５３の前端縁５３
ｂ、つまり第３シート５３の縦方向Ｃにおける下端縁が後部開口３２と部位５７との間に
ある。この分解おむつ１ａから得られるおむつ１では、それが着用されると、前方弾性域
７１と後方弾性域７２とのうちで前後胴周り域７，８を形成している部分が胴周り方向へ
伸長し、股下域６の一部を形成している部分が脚周り方向へ伸長する。前部開口３１と後
部開口３２とは、それらの周縁部７６，７７の全体が前方弾性域７１と後方弾性域７２と
にあるから、おむつ１が着用されたときには周縁部７６，７７の全体が肌によくフィット
する。一方、分解おむつ１ａにおいて、最内側シート部材２１の部位５７どうしの間には
非弾性域７３が形成されているから、おむつ１が着用されたときに、側縁部２７が鼠蹊部
に納まった股下域６の底部７５は横方向Ｂへ収縮することがなく、その側縁部２７は、鼠
蹊部から外れることがない。
【００２９】
　図３，４から明らかなように、この発明における第２、第３シート５２，５３において
、後端縁５２ｃは前部開口３１と接合域３７（図２参照）すなわち部位５７との間におい
て横方向Ｂへ延びているか、前部開口３１を横切るように横方向Ｂへ延びている。また、
前端縁５３ｂは、後部開口３２と接合域３７との間において横方向Ｂへ延びているか、後
部開口３２を横切るように横方向Ｂへ延びている。これらを換言すると、後端縁５２ｃは
前部開口３１の縦方向Ｃにおける頂部３１ｔと接合域３７との間で横方向Ｂへ延びており
、前端縁５３ｂは後部開口３２の頂部３２ｔと接合域３７との間で横方向Ｂへ延びている
。
【００３０】
　なお、図４の分解おむつ１ａでは、おむつ１が着用されたときの第２シート５２と第３
シート５３との胴周り開口１１の縁部における収縮力を高めるために、複数条の糸状弾性
部材７８，７９が伸長状態で第１シート５１に取り付けられている。また、この分解おむ
つ１ａでは、最内側シート部材２１と内面側シート２３とを接合するための接着剤４１が
股下域６を横断するように側縁部２７にまで延びる例が示されている。この場合の前方排
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泄物収容部２５ａと後方排泄物収容部２５ｂとの間は、横方向Ｂの全体がシールされた状
態になる。
【００３１】
　図示例の最内側シート部材２１は、その平面形状が第１シート５１の平面形状と同じも
のであったが、そのような最内側シート部材２１に代えて、第１シート５１によって股下
域６または股下域６の一部分を作り、第２シート５２によって前胴周り域７または前胴周
り域７と股下域６の一部分とを作ることによって最内側シート部材２１を得ることもでき
る。
【００３２】
　おむつ１において、最内側シート部材２１は、液不透過性であることが好ましく、通気
液不透過性であることがより好ましいが、性質の異なるシートを組み合わせることによっ
て、股下域６または股下域６の一部分では液透過性であって前後胴周り域７，８では液不
透過性であるように作ることもできる。例えば、最内側シート部材２１における第１シー
ト５１には熱可塑性合成繊維で形成された不織布や熱可塑性合成樹脂で形成されたフィル
ムを使用することができる。また、これら不織布どうしを積層したシートや不織布とフィ
ルムとを積層したシート等を使用することができる。第２、第３シート５２，５３には、
ウレタン糸等の弾性糸を含む弾性的に伸長・収縮可能な不織布や天然ゴムや合成ゴム等で
形成された弾性的に伸長・収縮可能なフィルムを使用することができる。内面側シート２
３には透液性の不織布や熱可塑性合成樹脂フィルム、不織布とフィルムとを積層した複合
シート等を使用することができる。外面側シート２４には、不透液性の不織布や熱可塑性
合成樹脂フィルム、不織布とフィルムとを積層した複合シート等を使用することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】使い捨てのパンツ型おむつの部分破断斜視図。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線断面図。
【図３】分解おむつの部分破断平面図。
【図４】実施形態の一例を示す図３と同様な図。
【符号の説明】
【００３４】
　１　　パンツ型おむつ
　６　　股下域
　７　　前胴周り域
　８　　後胴周り域
　２１　　最内側シート部材
　２２　　体液吸収部
　２２ａ　　サイドフラップ
　２３ａ　　エンドフラップ
　２３　　内面側シート
　２４　　外面側シート
　２５　　排泄物収容部
　２５ａ　　排泄物収容部
　２５ｂ　　排泄物収容部
　３１　　開口部
　３１ｔ　　頂部
　３２　　開口部
　３２ｔ　　頂部
　３６　　セパレータ
　３７　　接合された部分（接合域）
　７１　　弾性域
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　７２　　弾性域
　７３　　非弾性的な部分（非弾性域）
　Ａ　　前後方向
　Ｂ　　横方向
　Ｃ　　縦方向
　Ｑ－Ｑ　　折曲線（横方向中心線）
　Ｐ－Ｐ　　中心線（縦方向中心線）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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